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エコ・ファーストの約束を継続することで
地域での存在価値を発揮します。

百瀬　「エコ・ファースト」を掲げて、
8年が経ちました。ユニーの環境・社
会貢献活動の継続した取り組みに対し

「アピタやピアゴがこの地域にあって良
かった」というお客様の声や自治体の
期待に、うれしく思います。特に「地
域のお客様と一緒に環境・社会貢献を
やりましょう」ということで進んできた
ことが大きかったですね。
佐古　普段の暮らしの中で特別に意識
しないで行う環境・社会貢献活動に、
その効果が表れています。例えばリサ
イクルボックス。身近なところでお客様
が参加され、今や行動を促す存在に
なっています。わざわざ家庭からきれ
いにしたペットボトルや牛乳パックなど
を持って来てくださる。捨て場所では
なく、私達がそれをリサイクルし再生
商品を販売するという一連の流れを、
お客様との共通認識としているからで
しょう。つまりお客様は、自分達の行
為がちゃんと活かされていることがわ
かる。今後の課題は、ガラスビンな
ど、回収品目を全店舗で平準化してい
くことに努めていく必要があります。
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百瀬　2007年にたった1店舗からス
タートしたレジ袋の無料配布の中止は、
2014年2月からは全店で行っています。
これも他社に先駆けた取り組みで、当初
は苦情もありましたが、今は90%近くの
方が「レジ袋はいりません」と言ってくれ
ます。
佐古　お客様にご協力いただきたいとこ
ろは、はっきりとお願いすることです。
例えばトレーのリサイクルは汚いままや
分別をきちんとしていなければ、コスト
がかかりなかなか進まない。リサイクル
ボックスの活動を通じて、レジ袋の無料
配布をやめることは環境貢献であると受
け止めていただいたから、成果が早く表
れたのでしょう。
百瀬　ユニーではもう一つ、お客様とと
もに取り組む環境・社会貢献活動とし
て、「ドネーション企画」を進めています。
こちらも3年目を迎えました。そのシス
テムは、協賛企業の対象商品を購入い
ただくと、お買い上げ1点につき、ユ
ニーと協力メーカーとで出し合い、寄付
金にするというもの。お客様からは好評
ですし、メーカーさんの協力体制も大き
いです。
佐古　お買い物が社会貢献になるので

す。募金箱への寄付という取り組みも大
切ですが、もう少し気軽にできればと
いうお客様の思いに応えるものです。
アピタやピアゴでの買い物が誰かの喜
ぶことにつながる。買い物にそういう
意義が含まれると、買い物はより楽し
いものになる。こういったやり方なら長
く支援を続けられます。ユニーの環
境・社会貢献活動の最大のポイント
は、全社を挙げてということに加えて
お客様と一緒にやることなのです。

百瀬　効果を上げるには社会や環境に
貢献していることを認識し評価してもら
うことが大事で、「伝える」努力が非常
に重要ですね。
佐古　ええ。そこで取り組んでいる一
つがエコ博をはじめ、子どもを対象と
した環境学習です。食べ残しがなぜ
いけないのかなど、子どもの時から環
境について意識することを植え付けて
いく。もう一つは、子どもを通じて親
も環境貢献について見つめ直す機会
とする。親子をターゲットに共通の認
識を家庭に持ち込み、親子の絆を深

めることにもつながる非常に有意義な
活動です。
百瀬　エコ・ファーストの約束に、環
境イベントに年間5万人の参加を、そ
して1万人の子ども達に環境学習をと
いう数値目標を掲げました。
佐古　環境・社会貢献の成果は、い
かに全体活動にしていくかが鍵です。
だからこそ「人数」という目標を定める
ことが重要だと思います。
百瀬　続けることも非常に大きなポイ
ントです。子ども環境学習のスタート
は2002年ですから、今年で14年目。
夏休みにトヨタ白川郷自然學校で行う
環境学習も11年目になります。こうし
た活動を積み重ねてきたことで、今、
環境貢献活動は、ユニーの個性になっ
ているように感じます。

百瀬　スーパーマーケットは地域にとっ
て安心な場所。災害時に、知らない避
難所に行くよりもいつものスーパーの
方がなじみがあるからです。
佐古　店舗を構えている以上、企業姿
勢として売上の前に店舗の安全という
ことが第一です。耐震をしっかりと進
めており、そのうえで避難所としても
役立つよう災害時に必要な商品も含め
て、常日頃から備えています。
百瀬　東日本大震災で店舗に避難さ
れた方々を避難民ではなくお客様とし
て、従業員はホスピタリティをもって接
しました。我々の特性を活かした貢献
ができたと思いました。
佐古　店舗を構えた以上は、長年続け
ていくことが大事。100年、200年と
続けていくには、地域のお客様にどれ
だけ信頼を得られるかということにつ
ながります。品揃えもサービスも「店
舗の周りのお客様にとっていいかどう
か」が判断基準となります。
百瀬　長いお付き合いで若かったお客
様も高齢になられる。そういった方々
に愛される場所であり続けることも大
切なテーマです。その一つに認知症サ

ポーターの育成があります。今年は5
月に全店の店長を対象に、高齢者、
特に認知症の方達にお買い物していた
だく講習会を、6月にはそのリーダー
の育成講習会を実施しました。こちら
の聴講は希望者を募ったのですが定員
オーバーでやむなくお断りするほどの
盛況でした。特に店長の、まず自分が
いろんなことを知って、従業員への認
知を広げようという意欲を感じました。
佐古　スーパーマーケットは、チェーン
オペレーションにより、全国全店一律
の商品・サービスがもてはやされた時
代から、いかに各店舗が地域に結び付
いた商売をするかという方向へと大き
く変わってきています。商品だけでな
く、心でも結びつく商売。大切なこと
は、地域のお客様をホスピタリティを
もって迎えること。それが店舗に求め
られることではないかと思うのです。

百瀬　男女や障がい、年齢、国籍の
垣根をなくしていろんな人が一緒に働
くダイバーシティも目指しています。
佐古　世の中の男女の比率は5：5で
すから、それと同じ環境にすることに
我々はもっと積極的に取り組まなけれ
ばいけない。女性が働く障壁をできる

だけ排除していくことが大前提。もう
一つは、シニアマーケットの拡大に合
わせ、豊富な経験や知識を活かしても
らえるシニア世代を投入することも。
障がい者など社会的弱者についても、
一緒に働いていただくことを重視して
います。
百瀬　いろんな要素があって、はじめ
て小売業は魅力的になるのでしょうね。
佐古　先ほど制度の話をしましたが、
例えば転勤などが可能なナショナル社
員とローカルに働くリージョナル社員
を、制度をうまく活かして、それぞれ
が輝ける職場にしていきたい。この場
所なら、あるいはこの時間帯なら働け
るということに応えることは、女性だけ
でなく男性にも適用されること。多様
な働き方を可能とするダイバーシティ
構想をさらに充実させていきたいと考
えています。

ユニーが環境に関する業界のトップランナーとして
2008年に環境大臣と交わした「エコ・ファーストの約
束」は、お客様とともに取り組むことで約束項目を
次々と達成することができました。達成感を励みに、
約束の更新を重ねて今年で8年目を迎えます。大事
なのは、「やり続ける」ということ。その思いを胸に歩
むユニーの環境・社会貢献活動の今を、佐古則男
代表取締役社長と百瀬則子執行役員グループ環境
社会貢献部長による対談で紹介します。

（インタビュー：2015年7月6日）

代表取締役社長 佐古則男（左）、執行役員グループ環境社会貢献部長 百瀬則子（右）
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